
一
般
会
計
予
算

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
86
億
７
０
３
７
万
８
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
前
年
度
の
当
初
予
算
と

比
較
す
る
と
約
２
・
７
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

　

歳
入
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お

り
で
す
。
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

構
成
比
は
15
・
９
％
で
、
自
主
財
源

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

歳
出

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構
成

比
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、
民
生

費
27
％
、
公
債
費
17
・
８
％
、
土
木

費
15
・
８
％
、
総
務
費
10
・
９
％
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、
財
政
事
務
、
選
挙

事
務
な
ど
の
経
費

農林水産費  8.7％
752,889 千円

民生費  27.0％
2,336,290 千円

土木費  15.8％
1,374,200 千円

公債費 17.8％
1,542,455 千円

総務費  10.9％
943,168 千円

衛生費  5.9％
510,906 千円

商工費  1.6％
137,215 千円

消防費  3.2％
276,598 千円

議会費  1.3％
113,998 千円

予備費  0.3％
30,000 千円

教育費  7.5％
652,659 千円

歳出合計
8,670,378 千円

グラフ２

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の

経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
償
還
金

行政用語の解説

平成 24 年度補正予算の主な事業
◎総務課
耐震性貯水槽整備（４基） 18,400
◎企画財政課
夢追い獅子島架橋基金の積立金 175,400
夢追いふるさと長島景観基金の積立金 20,000
◎水産商工課
汐見漁港航路しゅんせつ 10,000
観音漁港（合戦場地区）整備の実施設計 30,000
竹島大橋耐震化調査の負担金 8,000
幣串漁港調査及び測量設計の負担金 2,298
◎耕地課
浦底原地区、蔵之元長尾地区の農道改
良舗装

13,001

蔵之元地区ため池改修の負担金 8,100
伊唐大橋補修の負担金 14,175
下山門野地区排水路整備の負担金 900

単位：千円
◎建設課
指江川床線、平吹薄井線の舗装補修 80,000
山門野汐見線、指江川床線の落石防護柵
設置

40,000

川床脇崎線、川床梅ノ木山線通学路の
カラー舗装

14,000

薄井港線の整備 100,004
町内道路の総点検 48,036
茅屋橋、第二浦底橋の維持補修 37,001
◎教育総務課
小学校理科振興備品の整備 15,050
中学校理科振興備品の整備 10,050
◎水道課
鷹浦地区簡易水道の整備 103,509
西部地区簡易水道の整備 50,595

3 広報ながしま


